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道
路
除
雪
に
理
解
と
協
力
を

　

道
路
の
除
雪
は
、
建
設
課
と
県

奥
越
土
木
事
務
所
が
担
当
し
ま 

す
。
新
積
雪
10
㌢
で
除
雪
車
が
出

動
。
歩
道
上
の
積
雪
深
が
20
㌢
以

上
に
な
る
と
、
歩
道
除
雪
も
実
施

し
ま
す
。

　

除
雪
作
業
が
円
滑
に
で
き
る
よ

う
、４
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

①
路
上
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
に

　

な
る
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

　

し
ょ
う

②
家
の
前
の
雪
を
道
路
に
出
さ

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。
わ
だ
ち

　

が
で
き
て
、
交
通
の
妨
げ
に

　

な
り
ま
す

③
屋
根
雪
は
早
め
に
下
ろ
し
ま
し

　

ょ
う
。
下
ろ
し
た
雪
が
道
路
に

　

出
た
場
合
、
速
や
か
に
始
末
し

　

ま
し
ょ
う

④
除
雪
は
交
通
渋
滞
を
避
け
る
た

　

め
に
、
夜
間
や
早
朝
に
行
い
ま

　

す
。
騒
音
な
ど
で
迷
惑
を
掛
け

　

ま
す
が
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

除
雪
し
た
雪
の
始
末
に
も
協
力

　

し
て
く
だ
さ
い

排
雪
場
所
は
３
カ
所

　

屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
で
出
た
雪

は
、
指
定
さ
れ
た
雪
捨
て
場
に
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

　

小
型
車
は
赤
根
川
沿
い
の
亀
山

橋
付
近
、
大
型
車
は
真
名
川
西
の

富
田
大
橋
下
流
と
君
ケ
代
橋
上
流

の
２
カ
所
が
雪
捨
て
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
８
時
か

ら
午
後
８
時
ご
ろ
ま
で
で
す
。

流
雪
溝
の
利
用
は
適
正
に

　

流
雪
溝
や
水
路
な
ど
に
雪
が
詰

ま
っ
て
、
下
流
域
で
水
が
あ
ふ
れ

る
こ
と
で
起
き
る
被
害
が
、
昨
冬

も
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
流
雪
溝

は
次
の
点
に
注
意
し
、
適
正
な
利

用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
降
雪
時
の
朝
夕
や
土
・
日
曜
日

　

は
排
雪
が
集
中
す
る
の
で
、
同

　

一
の
流
雪
溝
な
ど
を
使
用
す
る
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雪への備えは大丈

夫ですか

芸術あふれたふる

さとの秋

市政功労者を表彰

年末年始 市の業務

市の財政状況

ふるさと納税

森・水保全条例

パブリックコメン

ト　など

結楽座販売所出店

者を募集　など

住民基本台帳閲覧

状況を公表　など

雪への備えは　　大丈夫ですか
　

12
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
は「
雪
に
備
え
る
週
間
」で
す
。
近
年
で
は
、

「
ゲ
リ
ラ
雪
」と
い
わ
れ
る
突
然
の
大
雪
が
降
る
こ
と
も
多
く
、
雪
に
対
す

る
市
民
一
人
一
人
の
意
識
や
地
域
の
連
携
が
、
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

雪
の
中
の
生
活
も
、
大
野
の
大
切
な
風
習
文
化
の
一
つ
で
す
。
早
め
の
冬

支
度
を
心
掛
け
、
屋
根
雪
下
ろ
し
や
除
雪
な
ど
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
、

快
適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

芸術作品を市に寄贈
　市内で来日記念展を開い
た、ニューヨーク在住の画
家、キムラ・リサブローさ
んから、市に作品が寄贈さ
れました。高層ビルをモチー
フにした「CITY」シリーズ
３点の版画を岡田市長が選
びました。

除
雪
作
業
の
お
願
い

　
　
　
　
　
　

と
注
意
点
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区
は
、
事
前
に
連
絡
調
整
を
行

　

っ
て
排
雪
す
る

○
雪
は
細
か
く
砕
い
て
流
す
。
機

　

械
で
の
投
雪
は
し
な
い

○
流
雪
溝
な
ど
の
水
量
が
少
な
い

　

と
き
は
、
排
雪
し
な
い

○
開
閉
式
の
ふ
た
を
開
け
て
排
雪

　

す
る
場
合
、
赤
布
な
ど
で
目
印

　

を
立
て
て
、
歩
行
者
や
車
が
確

　

認
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
作
業

　

終
了
後
は
、
必
ず
ふ
た
を
確
実

　

に
閉
め
る

問　

建
設
課
保
全
係

︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
６
︶

安
全
な
雪
か
き
作
業
を

　

雪
か
き
は
重
労
働
で
す
。
無
理

な
作
業
は
行
わ
ず
、
適
宜
休
憩
を

取
り
ま
し
ょ
う
。
次
の
こ
と
に
も

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
作
業
前
︼

　

○
防
寒
服
を
着
用
す
る

　

○
マ
ス
ク
な
ど
を
し
て
、
冷
た

　
　

い
空
気
を
吸
い
込
ま
な
い
よ

　
　

う
注
意
す
る

　

○
作
業
中
に
多
量
の
汗
を
か
く

　
　

こ
と
が
あ
る
た
め
、
事
前
に

　
　

十
分
な
水
分
補
給
を
行
う

︻
作
業
後
︼

　
　

作
業
が
終
了
し
た
ら
、
必
ず

　

お
茶
な
ど
で
十
分
な
水
分
補
給

　

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
汗

　

を
拭
き
取
っ
て
、
ぬ
れ
た
服
を

　

着
替
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
雪
下
ろ
し
を

　

高
齢
者
世
帯
等
の
住
宅
の
屋

根
雪
下
ろ
し
を
地
域
ぐ
る
み
で

実
施
し
た
場
合
、
そ
の
経
費
を
助

成
し
ま
す
。
区
長
を
通
じ
て
事
前

の
登
録
が
必
要
で
す
。
自
力
で
屋

根
雪
下
ろ
し
を
行
う
こ
と
が
困

難
な
人
に
限
り
ま
す
。
該
当
す
る

人
は
、
健
康
長
寿
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　

所
得
税
非
課
税
世
帯
で

▼
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
世

帯
▼
い
ず
れ
も
65
歳
以
上
の
夫

婦
世
帯
▼
１
人
暮
ら
し
で
体
の

不
自
由
な
人︵
い
ず
れ
の
場
合

も
、
市
内
に
子
ど
も
が
居
住
し

て
い
る
場
合
を
除
く
︶

問　

健
康
長
寿
課
長
寿
係

︵
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
３
３
︶

作
業
者
の
登
録
・
紹
介

　

自
力
で
住
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し

を
行
う
こ
と
が
困
難
な
世
帯
を
対

象
に
、
作
業
者
の
紹
介
を
行
っ
て

い
ま
す
。
紹
介
は
無
料
で
す
が
、

作
業
は
有
料
で
す
。
作
業
を
依
頼

す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
作
業
内

容
や
料
金
を
決
定
し
た
上
で
、
作

業
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
作
業
者
と
し
て
登
録
し
た
い

人
は
、
防
災
防
犯
課
に
電
話
で

「
登
録
票
」の
送
付
を
依
頼
し
、

送
付
さ
れ
た
登
録
票
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
返
送
す
る

◆
作
業
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
人

は
、防
災
防
犯
課
に
電
話
で「
作

業
者
名
簿
」の
送
付
を
依
頼
し
、

そ
の
名
簿
を
基
に
自
分
で
連
絡

し
作
業
を
依
頼
す
る

問　

防
災
防
犯
課
防
災
防
犯
係

(

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
１)

県内の積雪量や路面状況は　インターネットで確認
　｢雪みち情報ネットふくい｣のホームページで、県内
の積雪量や道路監視カメラの映像などが見られます。
冬の道路状況を事前に確認してから出掛けましょう。

携帯サイトQRコード

※県奥越土木事務所管内の
積雪や通行止め情報は電話
で聞くことがきます。
問　県奥越土木事務所
　（☎66・1221）

雪
捨
て
場

赤
根
川

三
番
線

新町

亀山橋 亀山

R158

中野排雪車両が多い時は
待機場所とします
排雪車両が多い時は
待機場所とします

▲至福井

R158

R158

旧老人センター

市役所

下庄小

開成中

大野高校

結とぴあ

亀山駐車場

学びの里
「めいりん」

●

●

小型車（4トン未満）の雪捨て場 大型車（4トン以上）の雪捨て場

吉

井ノ口

農事組合法人
大野養鶏団地
生産組合

真名川
憩いの島

堂本

中保

大野市
浄化センター

JA
カントリー

●

●

富田大
橋

R158

君ヶ代橋 真
名
川

雪捨て場

雪捨て場

進
行
方
向

パソコン用　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/
携帯端末用　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/k/

雪への備えは　　大丈夫ですか

屋
根
雪
下
ろ
し
支
援

32012.12　広報おおの



 

◀
市
内
松
谷
さ
ん
と
共
演

　
　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ド
ボ

ル
ザ
ー
ク
交
響
曲
第
９
番「
新

世
界
よ
り
」な
ど
を
演
奏
。
齊

藤
さ
ん
は
、
こ
の
日
の
た
め

に
、
京
都
市
ま
で
足
を
運
ん
で

リ
ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
た
と
の
こ

と
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
息
の

合
っ
た
演
奏
を
披
露
し
ま
し

た
。市
内
在
住
の
松
谷
さ
ん
も
、

美
し
い
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
を

響
か
せ
ま
し
た
。

▶
中
学
生
に
指
導

　
　

コ
ン
サ
ー
ト
翌
日
の
10
月
14

日
に
は
、
齊
藤
さ
ん
に
よ
る
公

開
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市

内
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
に
所
属

す
る
２
年
生
約
50
人
を
合
同
演

奏
で
直
接
指
揮
し
、
テ
ン
ポ
の

取
り
方
や
強
弱
の
付
け
方
な

ど
を
指
導
し
ま
し
た
。
中
学
生

た
ち
に
は
、
一
流
の
指
揮
者
か

ら
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

10
月
13
日
、
文
化
会
館
で
本
市
出
身
の
指
揮
者
、
齊
藤
一
郎
さ
ん
を

迎
え
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
演
奏
は
、

市
内
在
住
の
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
、
松
谷
由
美
さ
ん
が
所
属
す
る
京
都
市

交
響
楽
団
。
齊
藤
さ
ん
の
華
麗
で
的
確
な
指
揮
の
下
、
迫
力
の
演
奏
で

満
員
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

齊藤一郎
大野高校卒業後、東京芸術大学
や海外などで指揮を学び、平成
９年にデビューを果たす。以
後、国内主要オーケストラへの
客演を重ね、平成21年、セン
トラル愛知交響楽団常任指揮
者に就任。（Ｃ）三好英輔

齊
藤
一
郎
×
京
都
市
交
響
楽
団

　
故
郷
で
華
麗
な
タ
ク
ト
さ
ば
き

　先日の演奏会はオーケストラ
のパワーと歌心が炸

さくれつ

裂した一夜
となりました。何よりも地元大
野で演奏しなければあの集中力
は生まれなかったでしょう。ま
たステージで皆様とお会いでき
ることを心より楽しみにしてお
ります。

芸術あふれた ふるさとの秋
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▶
特
別
作
品
は「
ふ
る
さ
と
」

　
　

今
回
、
キ
ム
ラ
さ
ん
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
48
年
間
の

活
動
の
集
大
成
と
し
て
作
成
し

た「
48
年
間
の
Ｎ
Ｙ
」を
は
じ

め
、「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」「
21
世
紀
の

都
市
」「
人
類
と
宇
宙
」の
４
つ

の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
作
品
を

展
示
。
大
野
の
城
下
町
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
作
品「
ふ
る
さ

と
」も
、
特
別
に
並
べ
ら
れ
ま

し
た
。

◀
市
民
と
の
触
れ
合
い
も

　
　

今
年
で
88
歳
に
な
っ
た
キ
ム

ラ
さ
ん
は
、
滞
在
中
、
米
寿
祝

い
の
餅
に
絵
を
描
い
た
り
、
サ

ト
イ
モ
掘
り
を
体
験
し
た
り

と
、
市
民
と
の
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。
11
月
３
日
に
は
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催

し
、
集
ま
っ
た
市
民
ら
に
、
自

身
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
活

動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
、
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」で
本
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
画
家
、
キ
ム
ラ
・
リ
サ
ブ
ロ
ー
さ
ん
の
作
品
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で
い

る
キ
ム
ラ
さ
ん
は
、
版
画
や
油
絵
な
ど
約
80
点
を
４
つ
の
テ
ー
マ
で
展

示
。
独
創
的
な
作
品
が
、
訪
れ
た
市
民
ら
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　大野に来るたび、人の温かさ
と山や水の美しさに感動します。
これらは、僕の住むニューヨー
クには無いものばかりです。人
の心と自然の豊かさを自分たち
のものだけにせず、全国に発信
して、より良いまちづくりを目
指してください。

芸術あふれた ふるさとの秋
キ
ム
ラ・リ
サ
ブ
ロ
ー
来
日
記
念
展

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
新
作
と
と
も
に

キムラ・リサブロー
神奈川県出身。39歳でアメリカ
に渡り、ニューヨークを拠点に
活動。50年くらい前の無名時代
に、大野市民が活動を支援した
縁で、大野を第二のふるさとと
慕う。来日の機会に、市内で作
品展を開催し、今回で５回目。
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社
会
福
祉
の
推
進
に
寄
与
▼
稲

郷
榮
一︵
朝
日
︶保
護
司
と
し
て
12

年
余
▼
長
谷
川
あ
い
子︵
本
町
︶老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
等
と
し
て

永
年

　

産
業
の
振
興
に
寄
与
▼
松
田
謙

樹︵
塚
原
︶大
野
塚
原
土
地
改
良
区

役
員
と
し
て
30
年
余

　

教
育
文
化
の
振
興
に
寄
与
▼
広

瀬
由
治︵
元
町
︶・
堀
周
平︵
桜
塚

町
︶学
校
歯
科
医
と
し
て
20
年
余

▼
國
本
幸
夫︵
泉
町
︶・
久
保
ま
さ

子︵
阿
難
祖
領
家
︶子
ど
も
会
育
成

連
合
会
役
員
と
し
て
30
年
余

　

保
健
衛
生
の
推
進
に
寄
与
▼
山

内
朱
實︵
元
町
︶保
健
推
進
員
と
し

て
16
年
余
▼
澤
井
日
出
子︵
篠
座

町
︶・
上
村
鈴
子︵
堂
本
︶保
健
推

進
員
と
し
て
15
年
余

　

消
防
団
の
発
展
に
寄
与
▼
出
村

文
利︵
中
据
︶・
谷
川
定
信︵
矢
︶・

松
田
由
加
津︵
阿
難
祖
領
家
︶・
小

畑
龍
三︵
上
野
︶・
下
川
政
信︵
清

和
町
︶・
福
野
寛
志︵
糸
魚
町
︶消

防
団
員
と
し
て
30
年
余

　

▼
木
工
理
恵(

甲
府
市
・
木
本

出
身)

Ｕ

－

19
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
等
で
輝

か
し
い
活
躍
を
し
、
本
市
の
名
を

高
め
た
▼
御
清
水
の
会(

泉
町)

本

市
の
名
を
高
め
て
い
る
名
水
百
選

「
御
清
水
」の
清
掃
活
動
を
永
年
継

続
し
て
行
い
、
水
質
の
保
全
と
周

辺
環
境
の
美
化
に
努
め
た

問　

総
務
課
自
治
振
興
室

︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
４
︶

社
会
事
業

保
健
衛
生

消
　
　
防

産
業
振
興

輝
き
大
賞

教
育
文
化

　

11
月
３
日
、
結
と
ぴ
あ（
有
終
会
館
）で
平
成
24
年
度
市
政
功
労
者
表

彰
と
市
長
特
別
表
彰「
輝
き
大
賞
」の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
関
わ
り
、
市
政
の
充
実
と
進
展
に
貢
献
し
た
市
政
功
労
者

は
16
人
。
活
躍
が
市
民
に
希
望
と
活
力
を
与
え
た
輝
き
大
賞
に
は
、
１

人
と
１
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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市
民
課
窓
口
は
28
日
ま
で

　

市
民
課
の
窓
口
業
務
と
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
自
動
交

付
機
で
の
住
民
票
な
ど
の
交
付
業

務
は
、
28
日
㊎
ま
で
で
す
。
年
明

け
は
１
月
４
日
㊎
か
ら
で
す
。

　

住
民
票
と
税
証
明
書
は
28
日
㊎

ま
で
に
電
話
で
予
約
す
れ
ば
、
休

み
の
間
に
当
直
室
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

出
生
や
婚
姻
、
死
亡
な
ど
戸
籍

の
届
け
出
は
、
休
み
の
間
も
当
直

室
で
受
け
付
け
ま
す
。

問　

市
民
課
市
民
窓
口
係

︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
３
︶

納
税
窓
口
を
30
日
ま
で
開
設

　

納
税
に
つ
い
て
の
相
談
や
納
付

の
特
別
窓
口
を
、
29
日
圡
と
30
日

㊐
に
開
設
し
ま
す
。

問　

税
務
課
納
税
係

︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
１
︶

ご
み
収
集
は
28
日
ま
で

　

ご
み
収
集
は
28
日
㊎
ま
で
で

す
。
年
明
け
は
、
１
月
４
日
㊎
か

ら
収
集
し
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー

ン
お
く
え
つ
へ
の
ご
み
持
ち
込
み

は
、29
日
圡
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

問　

く
ら
し
環
境
課
衛
生
係

︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
４
︶

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合︵
☎
66
・
６
６
９
０
︶

し
尿
く
み
取
り
は
早
め
に

　

し
尿
の
く
み
取
り
業
者
は
、
29

日
圡
か
ら
１
月
４
日
㊎
ま
で
休
業

し
ま
す
。
年
末
は
大
変
込
み
合
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
業
者
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

和
泉
地
区
の
く
み
取
り
は
、

12
日
水
と
26
日
水
で
す
。
申
し

込
み
は
、
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
和
泉
支
所
住
民
振
興
課

︵
☎
78
・
２
１
１
１
︶へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

く
ら
し
環
境
課
衛
生
係

︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
４
︶

急
患
の
診
療

　

休
日
急
患
診
療
所
で
は
、
30
日

㊐
か
ら
１
月
３
日
㊍
ま
で
は
内
科

と
外
科
、
小
児
科
、
29
日
圡
・
１

月
５
日
圡
は
内
科
と
外
科
の
診
療

を
行
い
、
急
患
に
対
応
し
ま
す
。

　

受
診
す
る
際
は
、
保
険
証
や

医
療
費
受
給
資
格
者
証
、
お
薬

手
帳
か
、
服
用
し
て
い
る
薬
の

説
明
書
な
ど
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

休
日
急
患
診
療
所

︵
☎
65
・
８
９
９
９
︶　

図
書
館
は
28
日
ま
で

　

図
書
館
は
29
日
圡
か
ら
１
月
４

日
㊎
ま
で
閉
館
し
ま
す
。

　

12
月
15
日
圡
か
ら
３
月
31
日
㊐

ま
で
は
、
図
書
の
貸
し
出
し
期
間

を
２
週
間
か
ら
３
週
間
に
延
長
し

ま
す
。

問　

図
書
館︵
☎
65
・
５
５
０
０
︶

12月28日㊎～平成25年１月５日圡の業務内容
12/28 12/29 12/30 12/31 １/１ １/２ １/３ １/４ １/5

金 土 日 月 火 水 木 金 土

市 民 課 窓 口 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 ㊡

税 務 課
納 税 窓 口 平常

午前９時～
午後４時 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 ㊡

ご み 収 集 平常 持込のみ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 ㊡

し尿くみ取り 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡

休日急患診療所
（ 診 療 内 容 ） ㊡ 午後１～９時

内科・外科
午前９時～午後９時
内科・外科・小児科 ㊡ 午後１～９時

内科・外科

図 書 館 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

市
の
業
務

　

12
月
29
日
圡
か
ら
１
月
３
日
㊍
ま
で
、
市
の

一
般
業
務
は
休
み
と
な
り
ま
す
。
窓
口
な
ど
の

年
末
年
始
の
主
な
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年

末

年

始
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　市の財政がどう運営されているのか、税金がどのように使われているのか知っ

ていただくため、平成24年９月末現在の財政状況をお知らせします。

基金・市債・市税負担の各状況（一般会計）
※平成24年９月末現在の人口（36,304人）と世帯数（11,865世帯）で計算

市民一人当たり 一世帯当たり

基金（貯金） 残　　　 額： 73億6110万円　 20万2763円 62万 404円

市債（借金） 残　　 　額：130億  153万円　 35万8129円 109万5788円

市 税 負 担 収 入 済 額： 22億2622万円　 ６万1322円 18万7629円

予算現額 単位： 万円

収入済額 （　）内は収入済割合

予算現額 単位： 万円

支出済額 （　）内は支出済割合

34,739

11,990

397,955

30,402

590,000

371,381
222,622

100,202
(34.7%)

0

60,530

163,730
(0.0%)

(161.0%)

0

15,992

37,586

140,961

161,439

(0.0%)

(9.9%)

57,243

6,622

180,251

17,194

(31.8%)

(38.5%)

(39.4%)

(67.5%)

(59.9%)

その他

市債

繰越金

繰入金

県支出金

国庫支出金

使用料及び手数料

分担金及び負担金

地方交付税

市税

0

30,835

3,645

73,328

24,300

59,048

59,066

40,954

20,502

71,057

189,570

101,466

11,216

744

148,314

10,773

160,839

63,048

196,540

93,273

141,979

32,018

183,438

487,194

254,124

20,862

(0.0%)

(20.8%)

(33.8%)

(45.6%)

(38.5%)

(30.0%)

(63.3%)

(28.8%)

(64.0%)

(38.7%)

(38.9%)

(39.9%)

(53.8%)

予備費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

歳　出
（支出済額68億4987万円）

歳　入
（収入済額80億7693万円）

一般会計 予算現額 179億3146万円
※市の基本的な収入や支出を経理する会計です。

平成24年9月末現在

市の財政状況
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企業会計

特別会計 特定の事業を行うため一般会計と区分して経理し、その特殊性を明らかにするために設
けられている会計です。

事　業　名 予算現額
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 割　合 支出済額 割　合

国 民 健 康 保 険 408,046 184,211 45.1％ 180,656 44.3％

和 泉 診 療 所 9,671 2,461 25.4％ 3,980 41.2％

後期高齢者医療 37,135 12,246 33.0％ 11,892 32.0％

介 護 保 険 376,978 166,560 44.2％ 147,639 39.2％

簡 易 水 道 14,723 5,597 38.0％ 4,593 31.2％

農 業 集 落 排 水 33,057 14,584 44.1％ 13,350 40.4％

下 水 道 104,310 19,612 18.8％ 39,607 38.0％

合　　　計 983,920 405,271 41.2％ 401,717 40.8％

収　支　別
収　　　入 支　　　出

予算現額 収入済額 割　合 予算現額 支出済額 割　合

収 益 的 収 支 15,339 2,898 18.9％ 15,339 2,744 17.9％

資 本 的 収 支 6,578 414   6.3％ 12,975 3,155 24.3％

（単位：万円）

（単位：万円）

※収益的収支とは事業運営と施設管理のための予算をいい、資本的収支とは施設整備などのための予算をいう

問　財政課財政係（☎66・1111内線233）

民間企業のように、事業で得た収入で支出を賄う独立採算制を原則とする会計です。本
市の場合、水道事業が該当します。

～あなたの「ちから」で

　 　“結
ゆい

の故
く に

郷 越前おおの”を元気なまちに～
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
市
外
在
住
の
本
市
出
身
者
な
ど
へ
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
積
極
的
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
市
外
在
住
の
知
人
へ
、
呼
び

掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　

生
ま
れ
育
っ
た〝
ふ
る
さ
と
〞を
応
援
し
た
い
、

〝
ふ
る
さ
と
〞の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い

を
実
現
す
る
制
度
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
す
。
ふ

る
さ
と
へ
の「
寄
付
金
」と
も
い
え
ま
す
。
ふ
る
さ

と
の
県
や
市
町
村
に
寄
付
し
た
場
合
、
住
民
税
な

ど
が
軽
減
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
の
利
用
を

　

寄
付
を
す
る
場
合
に
は
、
所
定
の
寄
付
申
出
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム「
ふ
く
ｅ

－

ね
っ
と
」か
ら
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
応
援
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問　

行
政
戦
略
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
65
・
８
３
７
１
）
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●
対
象
地
域︵
水
源
地
域
︶

　

市
内
全
域
の
、
登
記
地
目
か
現

況
地
目
が
、
山
林
ま
た
は
保
安
林

と
な
る
地
域

●
事
前
届
出
制
度

①
土
地
売
買
等
の
契
約

　
　

水
源
地
域
に
所
在
す
る
土

地
の
所
有
者
な
ど
は
、
土
地
売

買
な
ど︵
贈
与
・
売
買
・
交
換
・

地
上
権
の
設
定
・
地
役
権
の
設

定
・
使
用
貸
借
・
賃
貸
借
︶の

契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る

日
の
30
日
前
ま
で
に
、
契
約
当

事
者
の
氏
名
や
住
所
、
土
地
の

利
用
目
的
な
ど
に
つ
い
て
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
届

け
出
の
面
積
は
、
１
契
約
が

１
，０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
を
対
象
と
し
ま
す

②
対
象
工
作
物
の
設
置

　

水
源
地
域
内
に
、
水
質
を
汚

染
し
た
り
、
水
量
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
り
す
る
恐
れ
の
あ
る
営

利
を
目
的
と
し
た
事
業
施
設

︵
一
般
廃
棄
物
処
理
業
・
産
業

廃
棄
物
処
理
業
・
砂
利
採
取
業

お
よ
び
砕
石
業
・
鉱
業
・
ゴ
ル

フ
場
業
な
ど
︶を
設
置
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
設
置
す
る
日

の
30
日
前
ま
で
に
、
対
象
工
作

物
を
設
置
す
る
当
事
者
の
氏
名

や
住
所
、
事
業
計
画
、
内
容
な

ど
に
つ
い
て
届
け
出
を
行
い
、

協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
事

業
内
容
や
水
質
・
水
量
へ
の
影

響
、
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て
、

関
係
す
る
市
民
な
ど
に
対
し
、

事
前
に
説
明
会
を
開
催
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
し
ま
す

●
報
告
お
よ
び
立
入
調
査

　

市
は
届
出
者
に
対
し
、
必
要
な

資
料
の
提
供
や
報
告
を
求
め
た

り
、
立
入
調
査
を
行
っ
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

●
助
言

　

市
は
届
出
者
に
対
し
、
水
源
地

域
の
保
全
を
図
る
た
め
に
必
要
な

助
言
を
行
い
ま
す

●
勧
告

　

市
は
届
け
出
を
し
な
い
者
や
虚

偽
の
届
け
出
を
し
た
者
な
ど
に
対

し
、
必
要
な
措
置
を
取
る
よ
う
勧

告
を
行
い
ま
す

●
公
表

　

市
は
勧
告
を
受
け
た
者
が
従
わ

な
い
場
合
は
、
そ
の
勧
告
の
内
容

や
氏
名
な
ど
を
公
表
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

問　

農
林
整
備
課
林
政
係

︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
２
２
︶

森・水
保
全
条
例
を
制
定

森・水保全条例における事前届け出制のイメージ

土地の場合工作物の場合

必要に応じ助言・勧告

対象工作物を設置しよ
うとする日の30日前ま
でに届け出と協議

事業内容等について、
説明会を開催するよう
努める

　

水
源
地
域
内
に
水
質
を
汚
染
し

た
り
、
水
量
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

り
す
る
恐
れ
の
あ
る
営
利
を
目
的

と
し
た
事
業
に
係
る
施
設

買主等

土地所有者等

助言内容の伝達

市土地売買等の契約を締
結しようとする日の
30日前までに届け出

必要に応じ助言・勧告

　

土
地
の
所
有
権
等

の
移
転
や
設
定
を
行

う
場
合
で
、
１
契
約
が

１
，０
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
契
約

　

届
け
出
情
報
を
受

け
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
検
討

市
　

届
け
出
情
報
を
受

け
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
検
討

関係する
市民等

対象工作物
の設置者

　
　
水
源
地
域
を
守
る
た
め
、届
け
出
を

　

市
内
の
森
林
と
水
資
源
の
保
全
を
目
的
に
、
土
地
の
所
有
権
等

の
移
転
や
設
定
、
対
象
工
作
物
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
め
、
水
源
地
域
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、「
大
野
市
森
・

水
保
全
条
例
」が
９
月
議
会
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
施
行
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
で
す
。
次
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
届
け
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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成人式１月13日日に開催
市外に住民登録がある人は事前申込を

第２期大野市中心市街地活性化基本計画
素案を公開 / 意見を募集

博物館４施設
冬期間は休館します

　市博物館のうち４施設が、12月１日圡から平成
25年３月31日㊐までの冬期間、休館となります。
問　歴史博物館（☎65・5520）

穴馬民俗館

越前大野城 和泉郷土資料館

笛資料館

　平成25年成人式を、１月13日日に文化会館で開
催します。
　市外に住民登録がある新成人（平成４年４月２日
から平成５年４月１日までに生まれた人）で、成人
式への参加を希望する人は、事前に申し込みが必要
です。申し込みをしなかった人には、成人式の案内
状が届きません。
　市外に住んでいても、市内に住民登録がある人に
は案内状が送付されますので、申し込みは不要です。

申込方法　電話かファクス、電子メールで新成人の
　氏名（よみがな）、性別、生年月日、案内状の送付
　先（住所と電話番号）を連絡
締切　12月20日木
その他　案内状は12月下旬に送付
問　社会教育課青少年女性係
　（☎65・5590　FAX66・2885）
　電子メール　syakai@city.fukui-ono.lg.jp

募集期間　12月３日月～ 17日月
閲覧場所　市役所１階行政資料室と３階産業振興課中心市街地活性化室、和泉支所、各公民館、図書館
　※市ホームページにも掲載します
意見を提出できる人　 ▽市内に住所を有する人 ▽市内に事業所のある人や法人、団体 ▽市内の事業所に勤
務する人 ▽市内の学校に在学する人 ▽本市に納税義務のある人や法人、団体 ▽本案件に利害関係がある人
や法人、団体
意見の提出方法　住所、氏名、連絡先、市外在住の場合は勤務先か学校名も記載し、次のいずれかの方法
で提出してください。閲覧場所への提出、郵便かファクス、電子メールでの提出（電話などによる口頭は
不可）
問　産業振興課中心市街地活性化室（☎66・1111内線394　FAX65・1424）
　電子メール　sangyo@city.fukui-ono.lg.jp　〒912-8666（住所は書かなくても届きます）

基本計画の概要
　・計画年次　平成25～ 29年度
　・コンセプト　原点への回帰～人が集う、活気に満ちた城下町の再生を目指して～
　・基本方針　①多彩な交流でにぎわうまち　②暮らしやすく便利なまち

　大野市中心市街地活性化基本計画は、平成20年７月に内閣総理大臣の認定を受け、これまで越前おおの結
ステーションの整備や越前大野城築城430年祭などさまざまな事業を行い、中心市街地を人が集う活気に満
ちた城下町へ、再生していくことを目指してきました。
　引き続き、まちのにぎわいを創出する努力が求められていることから、第２期大野市中心市街地活性化基
本計画を策定し、より活気に満ちた魅力ある中心市街地の形成を目指します。
　この計画に皆さんの意見を反映させるため、計画の素案を公開し、意見を募集します。
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応
募
資
格

①
市
内
に
事
務
所
や
店
舗
の
あ
る

法
人
、
団
体
ま
た
は
居
住
す
る

個
人

②
販
売
所
を
経
営
す
る
た
め
に
必

要
な
資
格
を
有
す
る
こ
と

③
応
募
者
自
ら
が
直
営
す
る
こ
と

④
国
税
や
地
方
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力

団
、
ま
た
は
そ
の
利
益
と
な
る

行
動
を
行
う
も
の
で
な
い
こ
と

応
募
条
件

①
賃
貸
借
の
場
所
と
用
途

　
　

固
定
式
物
産
販
売
所︵
店
舗
︶

と
倉
庫

②
賃
貸
借
期
間

　
　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
５

年
間

③
営
業
時
間

　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
。
た
だ
し
、
季
節
や
休
日
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
な
ど
、
必
要

に
応
じ
て
時
間
延
長
を
認
め

る
。
休
店
日
は
、
応
募
者
と
協

議
し
て
定
め
る

④
販
売
品
目

　
　

自
己
商
品
の
ほ
か
、
越
前
お

お
の
の
物
産
や
農
林
産
物
、
加

工
品
な
ど

⑤
出
店
事
業
所
の
業
務

　
　

固
定
式
物
産
販
売
所
の
経
営

と
建
物
全
体
の
清
掃
や
保
守
な

ど
の
維
持
管
理︵
ト
イ
レ
・
通

路
な
ど
を
含
む
︶

応
募
方
法

①
書
類
提
出

　
　

事
業
計
画
と
そ
の
他
関
係
書

類
を
産
業
振
興
課
に
提
出

②
選
定
方
法

　
　

書
類
審
査
と
面
接
審
査
に
基

づ
い
て
選
定
。面
接
の
日
程
は
、

応
募
者
に
通
知

③
現
地
説
明
会

　
　

12
月
11
日
㊋
午
後
２
時
か

ら
。
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

小
会
議
室
に
集
合
。希
望
者
は
、

12
月
10
日
⺼
午
後
５
時
ま
で

に
、
産
業
振
興
課
に
申
し
込
む

④
募
集
期
間

　
　

12
月
３
日
⺼
か
ら
１
月
18
日

㊎
ま
で
。
た
だ
し
、
圡
・
㊐
・

祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
く
。
受
付
時
間
は
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で

⑤
結
果
発
表

　
　

応
募
者
全
員
に
通
知

問　

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
９
２
︶

固
定
式
物
産
販
売
所
の
出
店
者
を
募
集

越前おおの結楽座

越前おおの結楽座平面図

　

現
在
、
株
式
会
社
平
成
大
野
屋
が
運
営
し
て
い
る
、
越
前
お

お
の
結
楽
座
固
定
式
物
産
販
売
所
の
契
約
期
間
が
平
成
25
年
３

月
で
終
了
し
ま
す
。
平
成
25
年
４
月
か
ら
出
店
を
希
望
す
る
法

人
や
団
体
、
個
人
を
募
集
し
ま
す
。
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　第382回市議会定例会が、11月26日から12
月12日までの17日間、開催されています。12
月に本会議が開催されるのは３日間です。
　本会議は、誰でも傍聴することができます
ので、気軽に来庁ください。
※傍聴を希望する人は、当日、議場に入る前
に受け付けが必要です。本会議の開催日時な
ど詳しくは、問い合わせてください。
問　市議会事務局（☎66・1111内線253）

市議会本会議を傍聴しませんか

住民基本台帳 閲覧状況を公表
　社会情勢の変化と個人情報に対する意識の高まりに対応するため、営利目的での住民基本台帳の閲覧
は禁止されており、閲覧状況を年１回公表しています。平成23年11月１日から24年10月31日までに本
市で行われた閲覧は、次のとおりです。

問　市民課市民窓口係（☎66・1111 内線453）

閲覧者氏名 利用目的(委託者) 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

株式会社ジー・アイ・システム
代表取締役　鈴木文雄

「水産物の購入意識に関するアンケー
ト調査」の対象者抽出（県農林水産部水
産課）

平成23年　
11月24日

市内一円、20歳以上

株式会社サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤士朗

「平成23年通信利用動向調査」の対象
者抽出（総務省情報通信国際戦略局）

12月7日
泉町、大和町、中据、
七板、20歳以上

株式会社サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤士朗

「テレビ放送に関するアンケート」の対
象者抽出(日本放送協会営業局)

12月27日 市内一円、16歳以上

株式会社ジー・アイ・システム
代表取締役　鈴木文雄

「ボランティア活動に関するアンケー
ト調査」の対象者抽出（県健康福祉部地
域福祉課）

平成24年　
1月16日

市内一円、10歳以上

社団法人　新情報センター
事務局長　平谷伸次

「生活の質に関する調査」の対象者抽出
（内閣府経済社会総合研究所）

2月14日 泉町、15歳以上

社団法人　新情報センター
事務局長　平谷伸次

「国民の生活に関する世論調査」の対象
者抽出（内閣府大臣官房政府広報室）

5月15日 月美町、20歳以上

一般社団法人中央調査社
会長　中田正博

「日常生活に関するアンケート」の対象
者抽出(株式会社野村総合研究所)

6月19日
平沢領家、今井、野中、
15歳以上79歳未満

株式会社キャリアプラス
代表取締役　中田信弘

「平成30年福井国体・スポーツに関す
る意識調査」の対象者抽出（県総務部新
国体推進課）

7月17日 市内一円、15歳以上

一般社団法人中央調査社
会長　中田正博

「住民の意識調査」実施のため（株式会
社時事通信社大阪支所）

8月13日
中野、南新在家、井ノ口、
20歳以上

株式会社アド・ジャパン
代表取締役社長　川畑憲彦

「県都ビジョン（仮称）策定に関するア
ンケート調査」の対象者抽出（県総合政
策部政策推進課）

9月26日 市内一円、20歳以上

株式会社キャリアネットワーク
代表取締役　中山喜雄

「社会貢献に関するアンケート調査」の
対象者抽出（県総務部男女共同参画･県
民活動課)

10月12日 市内一円、18歳以上

株式会社ジー・アイ・システム
代表取締役　鈴木文雄

「医療機関へのかかり方に関するアン
ケート調査」の対象者抽出（県健康福祉
部地域医療課）

10月19日 市内一円、20歳以上

本会議日程 審議などの内容

11月26日月 
 決算特別委員長報告、質疑・討論・
 採決、議案上程、提案理由説明

12月３日月  一般質問

４日火  一般質問、請願・陳情上程

12日水  各委員長報告、質疑・討論・採決
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